


時間 日程 備考

８：４５ 鳥取大学発

９：0０ 三洋製紙株式会社 見学 鳥取市古市１８５

１0：１５ ‐見学終了-

１２：００ 昼食交流会（海鮮れすとらん四季庵） 米子市両三柳７８０－１

１３：００ ‐昼食交流会終了-

１３：２０ 三光株式会社 見学 境港市昭和町５－１７

１５：００ ‐見学終了-

１５：３０ 株式会社大協組 見学 米子市蚊屋２３５−２

１６：３０ ‐見学会終了-

１８：００ 鳥取大学着

株式会社大協組“道をつくる、街をつくる、未来をつくる”
当社の歴史は、先代社長小山幸吉が昭和38年に砕石工場を淀江町稲吉に開設した時より始まり

ました。先代社長の精神は常に誠心誠意であり、前向きに常識にとらわれず自分たちの道は自力で
切り開こうという創造性に満ちたものでした。この精神を我々は踏襲し、さらに「今やる、すぐや
る、先に延ばさない」をモットーとして活力あふれた会社になっていきたいと願うものです。
世の中の役に立たない会社は不要です。我々大協組の社員一同は、自分たちの仕事を通じて世の中
の役に立てることを誇りに思い、業種はいろいろある会社ですがそれぞれがやりがいのある仕事に
取り組んでいます。

三光株式会社“ｅｃｏで、未来を創造する。”
当社は山陰のほぼ中心に位置する鳥取県境港市を本拠地に、循環型社会への新たな挑戦をし続

けています。 環境保護の為にリサイクルシステムを構築すべく、『ゴミ』として廃棄された物
を資源と捉え“リサイクル”をしています。又『最終的に残った物』は“焼却処理”します。そ
の場合も『焼却熱』を回収し、 “発電や温水利用”等に再利用することにより、無駄のない効率
の良いリサイクルが実現されるのです。
廃棄物・リサイクル対策は国際的にも重要な課題であり、山陰のみならず、日本全国は基より

海外展開も視野に入れ三光の技術は地球規模で広がっています。

三洋製紙株式会社“紙とともに半世紀以上 今後も紙の未来を追求します”
当社はリサイクルされた古紙パルプを利用し、コンピューター制御された大型抄紙機で、高品質・高生

産性を目指し、段ボール用中芯原紙の製造及び販売をしています。
リサイクル、省エネ、省力化などあらゆる資源の有効活用に努めるとともに、変化する時代のニーズに応
え、常に「紙を考える」ことを追求していきます。また、環境に優しい農用再生紙「カミマルチ」の製品
化を実現し、新製品の開発にも取り組んでいます。2017年1月より、バイオマスボイラー発電設備を稼
働し、発電事業を展開しながら地方創生の一翼を担い、これからも紙を通じて地域社会に貢献できる企業
を目指していきます。

企業紹介

申込書

学籍番号 氏名
※上記内容を記載し、６月７日(金)までにCOC+事業推進室にメールにて申込みください。
（アドレス：coc-plus-office@ml.adm.tottori-u.ac.jp)

※定員は60名（先着順）です。

こちらのQRコードからメールフォームが開きます。⇛


